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知
恵
や
発
生
し
た
事
故
か
ら
前
広
に
教
訓

を
く
み
取
り
、
同
様
な
事
故
の
未
然
防
止

に
技
術
的
視
点
は
勿
論
、
人
間
特
性
や
組

織
論
ま
で
含
め
て
考
慮
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

・
品
質
管
理
。
材
料
の
強
度
限
界
に
余
裕

を
持
た
せ
る
安
全
係
数

・
失
敗
や
故
障
が
あ
っ
た
場
合
に
安
全
側

に
移
行
す
る
フ
ェ
ー
ル
・
セ
ー
フ

・
人
の
間
違
っ
た
や
り
方
を
防
ぐ
フ
ー

ル
・
プ
ル
ー
フ

・
一
定
の
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
と
制
御
・

機
械
等
が
動
作
し
な
い
よ
う
に
す
る
イ

ン
タ
ー
・
ロ
ッ
ク

・
多
重
に
準
備
さ
れ
た
安
全
設
備
の
一
つ
が

機
能
し
な
い
と
想
定
す
る
単
一
故
障
基
準

・
安
全
を
守
る
機
能
を
複
数
設
置
す
る
多

重
化

・
安
全
を
守
る
機
能
に
異
な
る
設
計
や
原

理
を
用
い
る
多
様
化

・
人
の
特
性
を
予
め
予
測
し
、
錯
誤
に
よ
っ

て
危
険
側
に
動
作
し
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
の
人
的
要
因
分
析

・
結
果
と
し
て
発
生
し
た
事
故
・
故
障
や

事
故
・
故
障
に
至
ら
な
か
っ
た
が
気
が

付
い
た
事
象
（
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
）

を
未
然
防
止
に
役
立
て
る
（
水
平
展
開
）

・
一
件
の
人
身
事
故
に
繋
が
る
事
故
の
背

景
に
は
二
九
件
の
人
身
事
故
に
至
ら
な

い
大
き
な
事
故
が
あ
り
、
そ
の
背
景
に

は
更
に
三
〇
〇
件
の
小
さ
な
事
故
が

あ
っ
た
と
い
う
米
国
化
学
工
業
会
の
経

験
則
（
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
）

・
設
計
の
見
落
と
し
を
気
づ
く
ま
で
の
時

間
待
ち

・
実
証
試
験
に
よ
る
運
用
条
件
で
の
性
能

確
認

・
立
地
審
査
指
針
の
目
安
線
量
（
最
大
仮

想
事
故
時
に
、
敷
地
境
界
に
お
け
る
一

般
公
衆
の
被
ば
く
線
量
が
、
健
康
を
損

な
わ
な
い
程
度
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す

る
た
め
の
線
量
目
標
）

・
地
域
住
民
の
被
ば
く
を
極
小
化
す
る
た

め
の
防
災

な
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
や
Ｊ

Ｃ
Ｏ
事
故
の
原
因
分
析
か
ら
、
こ
れ
で
十

分
と
い
う
自
己
満
足
を
防
止
す
る
こ
と
、

人
と
組
織
に
安
全
の
大
切
さ
を
根
付
か
せ

る
安
全
文
化
の
大
切
さ
、
事
業
者
間
で
の

事
故
情
報
の
共
有
、
事
業
者
間
で
の
相
互

評
価
（
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
）
が
反
映
さ
れ

て
き
て
い
る
。
今
回
の
福
島
事
故
が
極
め

て
稀
な
自
然
現
象
に
対
処
す
る
必
要
性
を

示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
設
備
故
障
や
人

間
の
錯
誤
に
端
を
発
す
る
事
故
で
は
な

く
、
自
然
現
象
に
よ
る
外
部
か
ら
施
設
へ

の
脅
威
に
対
す
る
防
護
と
、
脅
威
に
晒
さ

れ
防
護
が
破
ら
れ
た
場
合
へ
の
備
え
に
関

す
る
教
訓
を
く
み
取
る
必
要
が
あ
る
。

教
訓
を
く
み
取
り
安
全
性
向
上
へ

今
回
の
過
酷
事
故
は
、
放
出
さ
れ
た
放

取
り
越
し
苦
労
の
機
能
が
必
要

核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
安
全
に
利
用
す
る

た
め
の
方
法
は
深
層
防
護
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
人
間

が
、
同
朋
の
命
と
祖
国
の
安
全
を
守
る
こ
と

に
最
善
を
尽
く
す
状
況
、
す
な
わ
ち
戦
争
か

ら
得
ら
れ
た
知
恵
で
あ
る
。
敵
の
攻
撃
を
予

め
全
部
予
測
で
き
れ
ば
そ
れ
に
負
け
な
い
防

御
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
現
実
に
は

変
化
す
る
新
た
な
攻
撃
を
全
部
予
測
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
最
前
線
が
破
れ

て
も
次
の
異
な
る
防
御
が
控
え
る
と
い
う
守

り
を
何
段
も
備
え
、
そ
の
守
り
が
有
効
に
働

く
よ
う
に
状
況
を
先
取
り
し
て
絶
え
ず
取
り

越
し
苦
労
す
る
機
能
が
必
要
で
あ
る
。

原
子
力
施
設
に
お
け
る
深
層
防
護
は
、
異

常
の
発
生
防
止
に
努
め
、
異
常
が
あ
る
場
合

は
早
期
に
検
知
し
、
核
分
裂
反
応
を
停
止
さ

せ
る
。
停
止
後
の
崩
壊
熱
除
去
を
確
実
に
行

な
う
。
放
射
性
物
質
を
閉
じ
込
め
る
。
こ
の

よ
う
に
予
め
考
え
ら
れ
る
事
故
進
展
状
況
に

対
し
て
、
前
段
が
破
れ
た
と
し
て
次
の
守
り

が
控
え
て
お
り
、
放
射
性
物
質
の
環
境
へ
の

放
出
に
至
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
、

放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、
放

射
線
に
よ
っ
て
人
の
生
命
、
健
康
が
損
な
わ

れ
な
い
よ
う
に
防
御
し
て
い
る
。

原
子
力
安
全
を
確
実
に
す
る
た
め
、
適

用
す
る
深
層
防
護
に
は
、
一
般
産
業
の
実

用
化
と
発
展
の
歴
史
か
ら
得
ら
れ
て
い
る
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射
性
物
質
に
対
す
る
恐
怖
、
非
難
、
被
害

の
大
き
さ
は
重
大
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す

る
社
会
か
ら
の
怒
り
の
感
情
は
当
然
で
あ

る
。
一
方
、
放
射
線
量
は
、
立
地
審
査
指

針
に
定
め
る
め
や
す
線
量
範
囲
内
で
あ
り
、

人
の
生
命
、
健
康
は
幸
い
守
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
事
業
者
は
、
事
故
調
査
、
検
証
に

基
づ
き
、
最
大
限
の
教
訓
を
謙
虚
に
汲
み

取
り
安
全
性
を
向
上
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
原
子
力
利
用
社
会
と
し
て
捉
え
る

と
、
社
会
の
役
割
機
能
を
発
揮
し
社
会
全

体
の
力
と
し
て
、
深
層
防
護
を
進
化
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

事
故
発
生
以
前
に
お
け
る
原
子
力
発
電

を
巡
る
社
会
の
状
況
は
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生

が
社
会
不
安
の
原
因
で
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル

防
止
に
関
す
る
規
制
的
指
導
は
マ
ス
コ
ミ

の
報
道
振
り
に
影
響
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
防

止
の
た
め
に
現
場
の
品
質
保
証
の
細
部
に

も
規
制
が
関
与
し
て
い
た
。
地
方
自
治
体

に
よ
る
実
質
的
二
重
安
全
規
制
も
あ
り
、

結
果
に
お
い
て
自
主
的
現
場
力
を
低
下
さ

せ
、
設
備
利
用
率
は
低
迷
す
る
と
い
う
悪

循
環
に
あ
っ
た
。
社
会
全
体
の
関
心
が
、

ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て

施
設
内
部
か
ら
の
原
因
で
事
故
拡
大
し
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
で
達
成
感
（
自
己
満
足
）

が
あ
り
、
稀
な
自
然
災
害
に
よ
る
脅
威
に

気
づ
き
（
予
見
し
）
対
策
を
と
る
行
動
を

起
こ
さ
せ
る
大
局
観
が
不
在
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
　

高
度
に
発
展
し
複
雑
化
し
た
社
会
で
は
、

文
明
を
支
え
る
社
会
的
役
割
分
担
機
能
が

補
完
し
合
い
全
体
と
し
て
有
効
に
機
能
が
発

揮
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

原
子
力
利
用
に
と
も
な
う
潜
在
的
危
険
性

を
抑
え
、
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に
、
社

会
的
役
割
分
担
機
能
が
重
要
な
深
層
防
護

の
一
つ
を
形
成
す
る
。す
な
わ
ち
、
事
業
者

は
、
法
規
制
の
枠
内
で
原
子
力
発
電
所
の

建
設
、
運
転
を
行
い
、
安
全
・
安
定
・
安
価

な
電
力
を
供
給
す
る
た
め
に
設
備
利
用
率

向
上
を
至
上
と
す
る
役
割
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
き
め
細
か
い
品
質
保
証
、

技
術
力
、
モ
ラ
ル
向
上
に
よ
る
事
故
、
故

障
の
未
然
防
止
に
努
め
る
と
い
う
運
転
機

能
を
分
担
す
る
。
事
業
者
に
法
規
を
遵
守

さ
せ
、
稀
に
起
き
る
自
然
災
害
に
関
わ
る

安
全
対
策
、防
災
へ
の
備
え
、
国
民
へ
の
放

射
線
に
関
す
る
教
育
は
国
の
規
制
機
能
に

属
す
る
。
こ
れ
ら
が
適
正
に
機
能
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
、
事
実
を
明
ら
か
に
し

糺
す
こ
と
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
木
鐸
機
能

で
あ
る
。
受
益
者
は
、こ
れ
ら
に
関
し
て
バ

ラ
ン
ス
よ
く
情
報
を
得
て
リ
ス
ク
・
リ
テ

ラ
シ
ー
を
構
築
し
監
視
す
る
役
割
機
能
を

有
し
て
い
る
。

役
割
遂
行
と
の
調
和
を
図
る

原
子
力
発
電
所
の
内
部
事
象
か
ら
過
酷

事
故
に
至
る
確
率
を
一
〇
〇
万
年
に
一
度

程
度
以
下
と
い
う
安
全
性
が
、
一
〇
〇
〇

年
に
一
度
の
確
率
と
言
わ
れ
る
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
津
波
で
過
酷
事
故

に
至
っ
た
。
東
日
本
沿
岸
地
域
で
は
、
犠

牲
者
が
一
万
九
〇
〇
〇
人
を
越
え
、
三
〇

万
人
を
越
え
る
避
難
者
を
出
し
た
。
被
災

し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
は
過
酷
事

故
に
進
展
し
、
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質

は
環
境
を
汚
染
し
、
放
射
能
は
人
々
に
恐

怖
心
を
与
え
、
土
地
汚
染
、
物
品
汚
染
、

食
品
汚
染
、
除
染
作
業
等
甚
大
な
損
害
と

脱
原
子
力
依
存
の
流
れ
を
も
た
ら
し
た
。

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
は
正

に
社
会
全
体
の
問
題
で
あ
る
。
地
震
、
津

波
等
、
更
に
は
地
球
温
暖
化
も
含
め
自
然

に
対
す
る
新
た
な
知
見
は
社
会
全
体
で
共

有
し
、
後
悔
し
な
い
対
策
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
社
会
的
役
割
分
担
を
有
効
に
機
能
さ
せ

て
気
づ
き
、
考
え
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
原
子
力
利
用
に
伴
う
大
き
な
リ
ス

ク
を
顕
在
化
す
る
こ
と
な
く
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
を
享
受
す
る
に
は
、
社
会
が
情
報
を
共

有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
機
能
を
認

識
し
、
相
互
の
信
頼
感
の
醸
成
と
牽
制
の

調
和
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
国
民
自
ら
が
、
所
属
す
る
集
団
と
個

人
の
役
割
機
能
を
自
覚
し
、
良
循
環
が
巡

る
よ
う
な
行
動
が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
深
層
防
護
の
進
化
に
繋

が
る
。

社
会
に
お
け
る
役
割
分
担
の
有
効
な
機
能
発
揮
を
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